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研究成果の概要（和文）：日中戦争をグローバルな視点で分析するために必要な史料をメンバー各自がアメリカ
やイギリス、オーストラリア、フランス、ハワイ、台湾などに調査に出かけ、新たに公開された歴史的公文書を
中心に収集し、各自の論文執筆や学会発表に活用した。
共同研究の最大の成果は、ソ連の外交文書を翻訳し、解題・解説を執筆することに全員で取り組んだ著書の出版
である。題名は、河原地英武・平野達志訳著ー家近亮子・川島真・岩谷將監修－『日中戦争と中ソ関係－1937年
ソ連外交文書邦訳・解題・解説－』（東京大学出版会、2018年）である。

研究成果の概要（英文）：In order to collect the necessary historical materials for the purpose of 
analyzing the Sino-Japanese War from a global perspective, the research project members went  
surveys in the National Archives as well as National Libraries of  the U.S.,  U.K., Australia, 
France, Netherlands, Russia, Hawaii and Taiwan.　All of the collected materials were used to write 
each member’s articles.
The finding from the collaborative research is published in a book entitled The Sino-Japanese War 
and Sino-Soviet Relationship -the translation , the thesis and abstract of the 1937 Soviet 
Diplomatic Archives-, by Tokyo University Press, 2018. In the book Kawaraji Hidetake and Hirano 
Tatsushi took charge of the translation and thesis, Iechika Ryoko, Kawashima Shin and Iwatani Nobu 
wrote the abstract.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

21 世紀になり、世界のグローバル化の深

化の影響は日中戦争研究にも及び、国際

的側面が強調されるようになった。それ

を加速したのは、台湾の中央研究院近代

史研究所や国史館の檔案史料、そしてア

メリカのスタンフォード大学フーバー研

究所における「蔣介石日記」の公開であ

る。2006 年の公開開始以来、主に中国、

台湾、日本の研究者たちはそれらのアー

カイブを独自に閲覧、手稿し、研究成果

を出してきた。蔣介石研究に関する国 

際シンポジウムは中国、台湾､日本、アメ

リカなどで活発におこなわれ、論文集な

どの出版も盛んになった。  

日本においても2006 年に蔣介石研究

会（代表・山田辰雄）が組織され、新史料を

使った共同研究がすすめられたが、その

成果として2013 年『蔣介石研究―政治・ 

戦争・日本―』（山田辰雄・松重充浩編著、東

方書店）が出版された。代表である家近亮

子（敬愛大学）、分担者である川島真（東

京大学）、岩谷將（北海道大学）は、本研究

会のメンバーとして本書に論文（家近「蔣

介石の１９２７年秋の日本訪問－『蔣介

石日記』と日本の新聞報道による分析」、

川島「産経新聞の『蔣介石秘録』の価値

－「日記」の引用とオリジナリティをめ

ぐる再検討－」、岩谷『蔣介石、共産党、

日本軍－20世紀前半、中国国民党におけ

る情報組織の生成と展開－』）を寄稿し、 

研究活動を共におこなってきた。  

家近は、2012 年に『蔣介石の外交戦略

と日中戦争』（岩波書店）を出版し、蔣介

石が日中間の紛争･対立を国際連盟など

の国際機関に提訴してグローバルし、中

国の正当性を訴え、国際社会から同情と

ともに援助を引き出し、不平等条約を 

廃棄し、国際的地位を向上させようとす

る戦略を展開したことを明らかにした。

そのような蔣介石にとって、1941 年12 

月の日米開戦は長年の外交戦略の成果と

して認識された。太平洋戦争勃発の翌日、

蔣介石は初めて日独伊の三国に宣戦布告

し、中国は連合国の一員となった。 

同時に、家近は蔣介石が日中戦争を戦

いながら、近代から中国が抱えていた英

ソとの領土問題を解決しようとして、次

第に両国との間に齟齬をきたしていった

ことを明らかにした。このような蔣介石

率いる中華民国国民政府に対する英米ソ

の政策はどのように展開されたのか。本

研究を開始した当初の目的の一つは､家

近が本書において問題提起し、論証を残

したこの点を共同研究によって明らかに

することにあった。  
２．研究の目的 

本科研では日中両国が1937 年７ 月７

日の盧溝橋事件以前から共に国際社会を

意識し､独自の外交を展開し、欧米列強、

主に米英ソに各種の働きかけをしたこと

に着目する。と同時に、米英ソ各国も国

益をかけ、この日中間の「紛争」を利用

し、アジア戦略を展開しようとしていた

ことを明らかにしようとした。最大の目

的は、日中戦争開始直前からの米英ソの

外交戦略を各国の公文書、および檔案、

私文書、メディア史料などのマルチ･アー

カイブを使用して、多角的に解明するこ

とにあった。  
 
３．研究の方法 

家近は川島、岩谷を含む他のメンバー

と共に代表者として、2012 年4 月から3

年間、科研「20 世紀中国の政策決定過程

における『世論』要因の分析」（基盤研究

（Ｂ）―課題番号24330043）を運営した。そ

こで、中国の世論は一面で操作されてき

たが、一面で権力者の操作を越えた動き

を見せ、政策決定に意想外の影響を与え、

その世論は国内状況のみならず、国際的



な宣伝戦の下で変動することを明らかに

した。本科研を基盤に申請した本科研に

おいては、これまでの共同研究で培った

世論研究の蓄積を十分に活用し、これを

日中戦争に絞り込んで分析していくこと

とした。 

 さらに、本科研においては、日露外交

の専門家である河原地英夫（京都産業大学） 

を新たな研究分担者とした。河原地は現

代の日露外交に関する多くの業績がある

が､その関心は歴史にも及び、「日中開戦

前後のソ連外交― ロシア（ 旧ソ連） 公

文書を中心に―」（京都産業大学『世界問題

研究所紀要』第28 巻、2013 年2 月）において、

日中戦争開始前後の旧ソ連の公文書を整

理した。これによりソ連外務部と国民政

府外交部との交渉内容、1937 年8 月の中

ソ不可侵条約締結の背景が明らかにされ

た。ソ連の公文書および未公刊史料によ

る日中戦争時期の対中政策、ソ連のアジ

ア戦略の解明は、本科研に新たな分析視

角と目的を提供したといえる。 
 
４．研究成果 

日中戦争をグローバルな視点で分析する

ため、メンバーは、各自の研究に必要な史

料をアメリカやイギリス、オーストラリア、

フランス、ハワイ、台湾などに調査に積極

的に赴き、新たに公開された歴史的公文書

を中心に収集した。それらの史料は、各自

の単著、論文執筆や学会発表に十分に活用

された。 

科研としての共同研究の最大の成果は、

ソ連の外交文書を翻訳し、解題・解説を執

筆することに全員で取り組んだ著書の出版

である。題名は、河原地英武・平野達志訳

著－家近亮子・川島真・岩谷將監修－『日

中戦争と中ソ関係－1937 年ソ連外交文書

邦訳・解題・解説－』（東京大学出版会、

2018年）である。ここでは、1935年から

のコミンテルンの方針転換を受けて、中国

共産党及びソ連による蔣介石への働きかけ

がどの様におこなわれたか、特に 1936 年

12 月の西安事件から活発になった中ソ交

渉と日中戦争との関連をソ連の外交文書を

中心に分析した。分担者の河原地と協力者

の平野達志（東京大学大学院）は、ロシア語

の翻訳と解題、家近・川島・岩谷は、史料

に関連した日中ソ関係に関する研究解説を

担当した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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JAPANESE PAN-ASIANISM IN THE 
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5．岩谷將「従盧溝橋到上海―再論中日戦
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